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六
月
二
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
柳
田
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
八
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
表
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
を
う
け
ま

し
た
。

◇
三
十
年
勤
続
表
彰
（
県
知
事
表
彰
・
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　
古
坊
勝
利
・
森
谷
三
代
一
（
本
所
）

◇
二
十
年
勤
続
表
彰
（
県
森
林
組
合
連
合
会
長
表
彰
）

　
山
本
康
代
（
本
所
）

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
、
奥
能
登
農
林
総
合
事
務
所
・
橋
本
所
長
、
森

林
研
究
・
整
備
機
構
金
沢
水
源
林
事
務
所
・
西
所
長
及
び
県
森
林
組
合
連

合
会
・
森
本
専
務
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
珠
洲
市
蛸
島
町
の
上
野

武
守
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
承
認
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
号
議
案
　�

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
、貸
借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　�

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　�

平
成
二
十
九
年
度
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　�

平
成
二
十
九
年
度
貸
付
金
の
最
高
限
度
並
び
に
貸
付
金
利

率
の
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　�

平
成
二
十
九
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　�

平
成
二
十
九
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
の
決
定
に
つ

い
て

第
七
号
議
案
　�

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　�

規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
九
号
議
案
　�JForest

森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
方
針
に
つ

い
て

附
帯
決
議

　
九
月
一
日
に
能
登
森
林
組
合
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
能
登
の
森
づ
く
り
に
関
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
情
報
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
多
く
の
方
々
へ
情
報
発

信
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
幅
広
く
情
報
を
収
集
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://n
o
to
m
o
ri.

n
e
t/

で
す
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
閲
覧
可
能
で
す
。）

　
ま
た
、
木
材
市
況
や
今
年
度
通
常
総
代
会
に
承
認
頂

い
た
平
成
二
十
八
年
度
決
算
報
告
書
（
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
等
）
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。

ホームページを
� 開設しました！

平
成
二
十
九
年
度
通
常
総
代
会
開
催
さ
れ
る



−3−

　

森
林
組
合
を
取
巻
く
状
況
と
果
た
す

べ
き
役
割
・
今
後
何
を
す
べ
き
か
に
つ

い
て
、
県
内
四
組
合
と
県
森
連
が
平
成

二
十
七
年
七
月
に
「
合
併
研
究
会
」
を
設

置
し
、
主
に
（
一
）
林
家
の
意
向
調
査
と

取
り
ま
と
め
（
二
）
林
家
の
林
業
収
入
増

に
向
け
た
皆
伐
施
業
実
証
に
よ
る
試
算
調

査
研
究
等
を
木
材
流
通
に
お
け
る
先
進
地

の
現
況
も
踏
ま
え
作
業
部
会
に
お
い
て
協

議
を
か
さ
ね
て
き
ま
し
た
。

　
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
①
所
有
林
の
現

況
に
つ
い
て
②
皆
伐
施
業
収
入
一
・
〇
ha

当
り
の
希
望
額
に
つ
い
て
③
一
県
一
組
合

の
合
併
に
つ
い
て
④
森
林
組
合
に
対
す
る

要
望
に
つ
い
て
な
ど
、
一
〇
〇
名
（
一
組

合
二
五
名
）
の
組
合
員
に
直
接
聞
き
取
り

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
能
登
森
林
組
合

管
内
の
調
査
結
果
と
し
て
、
①
皆
伐
時
の

希
望
額
は
一
・
〇
ha
当
り
、
三
〇
〇
万
円

以
上
又
は
価
格
次
第
と
の
回
答
が
三
〇
％

で
、（
他
の
組
合
に
お
い
て
も
価
格
次
第

と
の
回
答
に
つ
い
て
は
、「
皆
伐
は
次
世

代
の
事
を
考
慮
す
る
と
伐
採
は
し
た
く
な

い
」
と
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る
と
の

見
解
。）
伐
採
し
な
い
又
は
分
か
ら
な
い

と
の
回
答
が
四
五
％
と
な
っ
た
。
③
一

県
一
組
合
へ
の
合
併
構
想
に
つ
い
て
は

七
二
％
が
反
対
回
答
で
、
そ
の
他
多
数
意

見
と
し
て
、「
全
て
の
部
門
に
お
い
て
、

も
う
少
し
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と

の
回
答
で
し
た
。

　

ま
た
、
④
森
林
組
合
へ
の
要
望
等
に
つ

い
て
は
、
二
五
名
中
四
名
が
「
森
林
境
界

の
明
確
化
促
進
」
と
さ
れ
、
他
意
見
と
し

て
は
事
業
、
指
導
、
組
織
・
体
制
に
対
し

て
多
岐
に
渡
っ
て
の
要
望
や
ご
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。

　
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
四
組
合
の
森
林

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
職
員
が
同
一
条
件

で
試
算
見
積
を
実
施
し
た
結
果
、
当
初
皆

伐
施
業
に
お
け
る
収
入
目
標
を
ha
当
り

五
〇
〇
万
円
と
し
て
い
た
が
現
時
点
で
の

費
用
を
差
引
い
た
収
入
見
積
は
最
高
額
で

ha
当
り
約
一
五
〇
万
円
と
な
っ
た
。
ま

た
、
皆
伐
施
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
再

造
林
と
最
低
限
の
保
育
管
理
経
費
も
、
含

め
た
試
算
並
び
に
実
証
を
必
須
と
す
る
と

の
統
一
認
識
結
果
と
な
っ
た
。

　

作
業
部
会
は
こ
れ
ら
の
結
果
を
合
併
研

究
会
へ
提
言
報
告
し
、
研
究
会
は
今
回
の

組
合
員
の
多
数
意
見
と
要
望
並
び
に
、
県

下
各
組
合
の
組
織
基
盤
強
化
に
伴
う
課
題

や
問
題
点
の
改
善
策
に
対
応
す
る
に
は
、

先
ず
は
連
携
し
て
協
議
す
べ
く
情
報
共
有

の
場
が
肝
要
と
し
て
、
昨
年
十
月
に
「
森

林
組
合
合
併
研
究
会
」
か
ら
「
森
林
組
合

連
携
協
議
会
」
に
改
称
し
、
規
約
の
第
一

条
（
目
的
）
も
『
石
川
県
内
の
森
林
組
合

が
目
標
と
す
る
一
県
一
組
合
の
実
現
を
図

る
為
、
合
併
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、

研
究
、
合
併
推
進
の
検
討
を
行
う
』
か
ら

『
石
川
県
の
森
林
組
合
が
連
携
し
、
組
合

員
の
林
業
所
得
拡
大
を
図
る
為
、
県
産
材

の
生
産
性
向
上
、
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
、

安
定
供
給
等
組
織
基
盤
強
化
方
策
の
検
討

を
行
う
』
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

連
携
協
議
の
第
一
弾
と
し
て
、
昨
年
秋

か
ら
春
に
か
け
て
中
能
登
管
内
に
お
い
て

約
一
・
五
ha
の
皆
伐
・
再
造
林
の
実
証
施

業
に
向
け
た
現
地
で
の
調
査
研
修
を
行

い
、
各
組
合
が
皆
伐
後
の
再
造
林
と
植
栽

後
の
保
育
管
理
ま
で
を
見
積
し
た
提
案
会

が
開
催
さ
れ
、
今
回
の
皆
伐
実
証
施
業
結

果
は
再
造
林
経
費
を
差
引
い
て
も
収
益
は

あ
る
事
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
実
証
は
、
樹
種
や
林
分
の
状
況
、

地
理
的
環
境
及
び
実
施
時
期
に
よ
り
収
益

が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
年

の
秋
に
は
、
能
登
森
林
組
合
管
内
に
於
い

て
二
・
〇
ha
の
皆
伐
実
証
を
実
施
す
る
事

が
決
定
し
て
お
り
、
今
回
か
ら
事
前
調
査

コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
べ
く
、
石
川
県
の

協
力
を
得
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
提
案
見

積
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
実
証
デ
ー
タ

を
基
に
県
下
の
組
合
が
連
携
し
て
情
報
共

有
及
び
協
議
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
性

の
向
上
と
林
家
の
所
得
拡
大
に
繋
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

『
先
ず
は
連
携
か
ら
』

�

参
　
事
　
　
細
　
田
　
哲
　
夫
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いしかわ森林環境基金事業の取組成果

1　手入れ不足人工林の整備
　不在村者等により未整備となっている約1,000haと、整備開始から10年が経過するなか、新たに発生した

約2,000haの手入れ不足人工林を解消するため、これまでと同様に強度の間伐（本数割合で40%以上）を実

施し、健全な針広混交林へ誘導することで、森林の有する公益的機能の維持・増進を図る。

2　森林の公益的機能の低下をもたらす放置竹林の除去
　放置竹林のうち、山地災害防止、水源かん養機能を確保することが、特に必要なエリア※の放置竹林（約

1,200ha）を優先的に除去し、健全な広葉樹林への転換を促すことで森林の有する公益的機能の回復を図る。

※県の地域森林計画に基づき市町が策定した森林整備計画の中で
　①下流域に人家等の保全対象がある森林
　②上水道や簡易水道の集水域となっている森林

3　クマ、イノシシなどの野生獣の出没を抑止するための緩衝帯整備
　学校等の公共施設や住宅地の周辺など緊急性が高い地区を優先に、クマの出没やイノシシ等による農林被害の

多い箇所100地区（約600ha）において、緩衝帯整備※を実施し、集落と野生獣の生息域との境界を形成する

ことにより、県民の安全・ 安心な生活の確保を図る。
※森林の見とおしを良くする伐採や藪の刈払い等

　また、整備箇所の適切な維持管理を図るため、地域住民と森林ボランティアが協働して整備を行う取り組み等

も検討が必要。

【今後の取組み】
　事業の促進継続が決定した第3期（H29～33年度）からは、「里山の課題」とされているクマやイノシシ等

の野生獣が集落へ出没するケースが増加し、安全な生活環境への脅威となっている事や、農産物への被害も増加

していることなどから、荒廃により野生獣の生息域と集落との緩衝帯機能が低下した里山林を再生すべく［緩衝

帯整備］メニューが追加されました。

　県民参加の森づくりメニュー（環境実感ツアーなど）にも参加頂き、緑の県土保全に組合員各位のご協力をお

願い致します。

〈竹林対策のイメージ図〉

周辺の森林に拡大 エリア内の
放置竹林

放置竹林を
除去

集落周辺の里山林が過
密化することにより野
生獣の通り道や、隠れ
場所となり、人間の生
活領域に出没しやすい
状況。

現状
集落沿いに伐採や藪の
刈り払いをすることで
見通しを確保し、野生
獣の生息域との境界を
形成する。

実施後

へぇ～そうなんだ
（機能貢献成果その1）

Q1	 年間の二酸化炭素削減量は？
A1	 普通車6万7千台に相当！！
Q2	 年間に供給される1.2万トンの酸素量とは？
A2	 48万2千人分（金

ちなみに
沢市人口：46.6万人）の呼吸量に相当!
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定
期
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
職
員
の
配
置
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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技
　
師	

藤
村　

真
行

　
　
〃	

石
川　

裕
弥

　
書
　
記	

山
本
真
木
子

　
書
　
記	

高
木　

明
美

［
宇
出
津
事
業
所
］

　
嘱
託
職
員	

安
宅
ま
ゆ
み

 

珠
洲
支
所 

　
支
所
長	

山
崎　

浩
伸

　
係
　
長	

中　
　

俊
裕

　
技
　
師	

名
竹　

和
規

　
　
〃	

岡
本　
　

純

　
　
〃	

地
原　

弘
貴
（
新
採
）

　
書
　
記	

太
佐　

美
佳

退
職

［
宇
出
津
事
業
所
］

　
嘱
託
参
与	

尻
田　
　

武

［
本
所
事
業
課
］

　
書
　
記	
平
岡
美
代
子

※�

本
年
三
月
末
を
以
て
定
年
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
労
に
敬

意
を
表
し
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
発

展
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
森
林
の
健
全
な
育
成
と
木
材
安
定
供

給
の
為
、
人
材
を
募
集
し
ま
す
。

　
特
に
、
二
〇
代
の
若
者
か
ら
五
〇
代

の
元
気
な
シ
ニ
ア
の
方
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
未
経
験
の
方
も
必
要
な
技
術
を
学
ん

で
も
ら
い
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

（
加
入
保
険
）

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
、

労
災
保
険
、
林
退
共
等

フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー

カ
ー
（
林
業
作
業
員
）

募
集
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組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
事
業

の
委
託
等
、
支
所
運
営
に
ご
協
力
を
賜
わ

り
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。　

　

さ
て
、
こ
こ
近
年
は
集
約
化
施
業
に
よ

る
利
用
間
伐
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
集
約
化
施
業
の
根
底
と
な
る
の
が
低

迷
す
る
木
材
価
格
に
合
わ
せ
た
生
産
コ
ス
ト
低
減
で
あ
り
、
一
台
数
役
の
機
能

を
持
つ
高
性
能
林
業
機
械
を
駆
使
し
、
安
全
性
を
担
保
し
な
が
ら
一
現
場
毎
に

集
約
化
の
目
的
意
識
を
も
っ
て
施
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

作
業
を
進
め
て
行
く
と
共
に
刻
々
と
変
化
す
る（
材
の
大
小
、
地
形
、
天
候
、

等
）
環
境
に
あ
る
林
業
は
、
特
に
安
全
確
保
と
し
て
の
各
作
業
手
順
の
遵
守
と

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
行
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
輪
島
支
所
で
は
、
作
業
技

術
員
と
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
災
害
防
止
に
取
組
み
八
月
二
十
八
日
現
在
で

連
続
八
〇
〇
日
の
無
災
害
日
数
を
更
新
中
で
す
。

　

生
産
性
と
安
全
性
の
向
上
を
目
標
と
し
、
当
支
所
の

本
年
度
六
月
末
の
生
産
量
は
約
四
三
〇
〇
㎥
で
、
㎥
当

り
約
一
万
三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
管
内

の
組
合
員
が
代
々
ス
ギ
と
共
に
ア
テ
「
能
登
ヒ
バ
」
を

植
栽
管
理
さ
れ
、
中
で
も
枝
打
ち
管
理
を
適
切
に
実
施

さ
れ
て
き
た
賜
で
あ
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

集
約
化
に
お
い
て
も
、
無
理
な
く
施
業
提
案
並
び
に

施
業
実
施
を
可
能
に
す
る
優
良
材
が
林
立
す
る
森
林

の
存
在
と
、
代
々
に
わ
た
り
保
全
管
理
さ
れ
て
来
た
歴

史
の
中
で
「
高
く
綺
麗
な
切
り
口
の
枝
打
ち
」
や
「
手

間
の
か
か
る
能
登
ヒ
バ
の
植
栽
、
保
育
管
理
」
が
、
一

林
家
の
経
済
性
の
向
上
で
は
な
く
、
公
共
性
の
象
徴
と

し
て
の
、
生
産
意
欲
や
産
業
の
安
全
性
に
寄
与
し
、
循

環
型
皆
伐
林
業
を
可
能
に
す
る
『
イ
チ
押
し
』
だ
と
思

い
ま
す
。	

輪
島
支
所
長
　
春
木
　
正
司

　

穴
水
本
所
の
イ
チ
押
し
は
環
境
間
伐
事

業
で
す
。
穴
水
管
内
で
は
森
林
整
備
が
行

き
届
い
て
い
な
い
山
林
が
多
く
あ
る
の
が

現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
間
伐
事
業
は
手
入
れ
不
足
林
を
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
を
使
い
間
伐
す

る
事
業
で
す
。

　

い
し
か
わ
森
林
環
境
税
と
は
、
森
林
の
多
く
の
公
益
機
能
が
将
来
へ
と
続
く
よ

う
に
と
県
民
の
理
解
の
も
と
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
森
林
所
有
者
の

費
用
負
担
な
し
で
行
う
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
森
林
の
境
界
が
明
確
に
な
り
ま
す

の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
山
を
後
生
に
伝
え
て

行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
間
伐
を
行
う
事
で
健
全
な
森
林
に
成
長

し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
（
土
砂
災
害
や
天
災
防

止
、
生
物
の
多
様
性
の
保
全
）
も
発
揮
す
る
事
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
事
業
で
は
、
人
工
林
に
侵
入
し
た
竹

を
除
去
す
る
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
ス
ギ
や
ア
テ
が
竹
に
よ
っ
て
成
長

を
妨
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？	

整
備
す
る
事
に

よ
っ
て
健
全
な
森
林
に
成
長
し
ま
す
。

　

自
分
の
山
林
に
目
を
向
け
て
、
そ
し
て
後
生
に

範
を
示
す
よ
う
な
山
林
を
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
に
気
軽
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

	

本
所
穴
水
担
当
課
長
　
森
谷
三
代
一

島
支
所

輪

水
地
区

穴
『
我
が
支
所
の

チ
イ

押
し
』
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提
案
型

集
約
化
に

よ
る
利
用

間
伐
は
着

実
に
事
業
量
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。
特
に
搬

出
材
積
は
前
年
対
比
一
二
五
％
で
増
え
て
い
ま

す
。
昨
年
導
入
し
た
林
業
機
械
の
活
用
と
、
そ

れ
を
扱
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
向
上
に
よ
る

作
業
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
要
因
で
す
。
そ
し
て

何
よ
り
森
林
所
有
者
の
方
々
の
集
約
化
施
業
に

対
す
る
ご
理
解
が
一
番
で
す
。

　

懸
念
材
料
と
し
て
労
働
力
不
足
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
こ
こ
近
年
は
な
ん
と
か
持
ち
直
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
雇
用
の
安
定
に
努
め
持
続
可
能
な
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

先
般
、
緑
の
少
年
団
珠
洲
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
蛸
島
町
鉢
ヶ
崎
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
三
八
名
の
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
木
工
体
験
な
ど
を
通
じ
て
自
然

と
親
し
み
な
が
ら
少
年
団
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
に
森
林
・
林
業

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
、
一
人
で
も

多
く
の
担
い
手
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
県
・

市
等
関
係
機
関
の
皆
様
に
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
森
林
所
有
者
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

	

珠
洲
支
所
長
　
山
崎
　
浩
伸

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
森
林
整
備

の
ご
協
力
に
各
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
度
事
業
も
お
陰
様
で
①
利
用
間

伐
五
一・
一
六
ha
②
天
然
林
更
新
伐
一
四・
五
三
ha
、
環
境
伐
八
九・
八
九
ha
、
竹

林
整
備
一
一・〇
九
ha
の
整
備
面
積
を
施
業
し
、
③
組
合
員
の
皆
様
方
の
山
よ
り

間
伐
さ
せ
て
頂
き
搬
出
し
ま
し
た
木
材
は
六
六
三
四・
五
七
四
㎥
に
な
り
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
目
で
見
え
る
形
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
の
能
登
支
所
管
内
の
森
林
整
備
の
計
画
は
利
用
間

伐
五
六
ha
、
天
然
林
更
新
伐
一
四
ha
、
環
境
伐
六
〇
ha
、
竹
林
整
備
二
五
ha
の

整
備
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
組
合
員
の
皆
様
方
の
山
か
ら
の
搬
出
材
は

五
三
二
〇
㎥
計
画
し
て
お
り
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
の
為
、
一
層
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
今
年
度
計
画
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り

ま
す
の
で
、
作
業
申
込
等
能
登
支
所
ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
提
案
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

能
登
支
所
長
　
滝
平
　
義
弘

登
支
所

能

洲
支
所

珠

利用間伐
（高性能機械）

更新伐
（高性能機械）

木材写真
（土場積み）
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出
資
配
当
は
一
・
〇
％
で
す

　

平
成
二
十
八
年
度
決
算
に
基
づ
く
出
資
配
当
金

は
組
合
員
皆
さ
ん
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
一
・

〇
％
の
配
当
が
総
代
会
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

配
当
金
の
支
払
い
は
、
出
資
金
一
〇
万
円
以
上
の

方
に
つ
い
て
は
現
金
振
込
と
し
、
未
満
の
方
に
つ
い

て
は
出
資
予
約
預
か
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

出
資
配
当
金
支
払
明
細
書
に
つ
い
て

　

能
登
森
林
組
合
で
は
、
出
資
証
券
の
交
付
は
致
し

ま
せ
ん
の
で
、
本
誌
の
同
封
の
出
資
配
当
金
支
払
明

細
書
で
出
資
金
額
及
び
配
当
額
を
確
認
し
て
下
さ

い
。名

義
変
更
手
続
き
は
お
済
で
す
か
？ 

　

相
続
や
経
営
委
託
（
山
林
の
相
続
・
贈
与
で
は
な

い
が
経
営
管
理
を
父
か
ら
息
子
へ
引
き
継
い
だ
等
）

の
場
合
は
組
合
員
名
義
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◇
相
続
の
場
合

　

相
続
加
入
手
続
き
と
な
り
、
組
合
員
で
あ
る
ご
家

族
が
死
亡
さ
れ
て
か
ら
一
○
ヶ
月
以
内

◦
相
続
人
が
確
定
し
登
記
さ
れ
た
時
点

◦	

登
記
前
の
場
合
は
、
相
続
人
の
分
割
協
議
等
を
証

す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※	

一
○
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
、
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
組
合
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

手
続
き
は
本
所
、
各
支
所
で
受
付
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
付 

採
用

新
入
職
員
の
紹
介

　

私
が
林
業
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
祖
父
が
山
の
仕
事
を
し
て
い

た
事
も
あ
り
林
業
に
携
わ
る
仕
事

が
し
た
い
と
思
い
森
林
組
合
に
入

社
し
ま
し
た
。

　

森
林
組
合
の
職
員
と
な
り
、
先

輩
方
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
ま
だ

ま
だ
知
識
と
経
験
不
足
で
覚
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

組
合
員
皆
様
か
ら
の
要
望
に
応
え

少
し
で
も
良
い
山
に
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

珠
洲
支
所

　
　
技
　
師

地
原
　
弘
貴

 

（
珠
洲
市
出
身
）

　

輪
島
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
奥

能
登
の
林
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。

　

組
合
に
入
社
し
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
多
い
で
す
が
毎
日
先
輩
方

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

一
日
も
早
く
組
合
員
さ
ん
や
地

域
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

本
所
事
業
課

　
　
書
　
記

船
本
　
彩
菜

 
（
輪
島
市
出
身
）

　

組
合
に
入
社
し
、
総
務
課
に
所

属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新

社
会
人
で
、
わ
か
ら
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の
先

輩
方
か
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
学
ん
で
き
た
こ
と
や
先

輩
方
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
事
を

活
か
し
な
が
ら
、
一
日
で
も
早
く

仕
事
を
覚
え
て
、
組
合
員
の
方
々

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
明
る

く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
所
総
務
課

　
　
書
　
記

谷
口
　
陽
菜

 

（
輪
島
市
出
身
）


